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【緒　言】小児齲蝕は減少傾向にあるが,地 方で

は,多 数歯齲蝕罹患患児 も多く二極化 している。

歯科治療時における小児の心理状態は,不 安や恐

れによる情動変化が顕著であり,疼 痛や物理的刺

激にも強 く反応 しがちである。小児患者の齲蝕治

療ならびに外科的処置への対応は,外 来での治療

を基本としなが らも,種 々の理由か ら全身麻酔下

での処置を選択する場合 がある。また本学附属病

院小児歯科では,重 度の齲蝕を有する小児や非協

力児,全 身疾患があり外来での歯科治療が困難な

ため紹介受診となる患児が多い。それに伴い,齲

蝕の状態や患児の協力度,精 神状態などを含め,

保護者との相談の上で全身麻酔下にて処置 を行 う

ケースが増加 している。そこで今回,全 身麻酔下

における処置症例について実態調査を行ったので

報告する。

【対象および方法】対象は平成23年1月 か ら平

成25年12月 までの3年 間に,奥 羽大学歯学部 附

属病院小児歯科外来に来院 した患者の うち,全 身

麻酔下で処置 を施行 した238症 例(男 児167症 例,

女児71症 例)と した。診療録並びに問診票をも

とに,対 象者の年齢分布,性 別,通 院時間,紹 介

の有無,全 身麻酔施行理由,入 院または日帰 りの

区別,処 置内容 を検討 した。なお,本 研究は奥羽



大学倫理審査委員会の承認を得ている(受 付番号

98号)。

【結　果】月別の新患数 と再来患者数は,平 成

23年 の3月 と4月 で著 しく少な く,全 体的には

平成23年 か ら平成25年 にか けて増加 していた。

全身麻酔症例数は,平 成23年 で56症 例,平 成24

年で101症 例,平 成25年 で81症 例で,各 年 とも歯

科医院からの紹介が60%以 上と最 も多かった。外

来患者 に占める全身麻酔症例の割合は,平 成23

年で0.82%,平 成24年 で1.27%,平 成25年 で0.94%

であった。管理方法は入院が年々増加 していたが,

各年 とも入院より日帰 りが多かった。全身麻酔の

施行理由は外科的侵襲が最 も多く,広 汎性発達障

害児 も年々増加 していた。年齢別全身麻酔患者数

は,幼 児期後半と小学生低学年で多く,処 置内容

は,齲 蝕処置と抜歯,外 科処置 を合わせたものが

43%と 最も多く,次 いで埋伏過剰歯抜歯の21%,

齲蝕処置のみの18%の 順であった。

【考察 および まとめ】震災の影響で平成23年 の

3月,4月 は症例数が減少 したが,本 学小児歯科

の患者数は年々増加 していた。 また,日 帰 り症例

で広汎性発達障害等の患者が増加 したのは,入 院

環境に適応 しづ らいため選択 されたと考 えられた。

日帰 りでの対応が可能なことは保護者にとっても

負担軽減 となり,当 科での全身麻酔下処置につい

て も理解が得やすいと考 えられた。齲蝕歯数は

年々減少傾向にあるが,当 科 に来院する低年齢児

の治療の大半は齲蝕処置であり,ま た一次医療機

関からの紹介の多くは,通 常の対応が困難な小児

であることから,大 学病院の中の専門分野 として

当科のニーズが年々高まっているものと考 えられ

る。

　今後も治療はもちろん,齲 蝕予防を含めた口腔

管理についても地域連携 を密にし,高 次医療機関

としての役割 を果たしていきたい。


